
令
和
八
年
度

国

語

採

点

基

準

大
問

解

答

配

点

備

考

子
ど
も
が
楽
し
め
る
夏
祭
り

４

１

(1)

(1)

(2)

(4)

か
な
書
き
の
も
の
も
、
誤
字
、
あ
て
字
が

（
例
）
日
頃
か
ら
校
内
放
送
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て

４

あ
る
も
の
も
認
め
る
。

(2)

い
る
か
ら
。

６

１

１

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

(1)

１

４

(3)

(2)

(4)

（
例
）
新
し
い
企
画
を
考
え
る
際
に
、
夏
祭
り
の
テ

４

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

(4)

ー
マ
を
意
識
し
た
工
夫
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
。

適
切
な
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

ア

け
ん
い

イ

そ
う
ぐ
う

５

３

ウ

(1)

(1)

ウ

え
い
た
ん

エ

さ
か
の
ぼ

(

各
１)

両
方
で
き
て
正
答
と
す
る
。

オ

さ
ず

２

カ

温
泉

キ

翌
朝

５

２

４

Ⅰ

(3)

(4)

ク

住
宅

ケ

過

(

各
１)

１

上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

コ

導

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

３

２

５

Ⅰ

(2)

(4)

(5)上
記
の
例
以
外
で
も
、
条
件
を
満
た
し
、

ア

う
け
き
ら
わ
ず

２

同
じ
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
。

(1)

イ

１

４

６

※

次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の

を
正
答
と
す
る
。

３

ウ

Ａ

御
室
戸
斎
部
の
秋
田

４

４

Ｂ

な
よ
竹
の
か
ぐ
や
姫
（
完
答
）

１

①

第
一
段
落
に
、【
資
料
】
を
も
と
に
自
分
の

意
見
を
書
い
て
い
る
。

ア

信

言

不

美
、
美

言

不

信

２

(2)

レ

レ

②

第
二
段
落
に
、
①
の
理
由
を
書
い
て
い
る
。

イ

２

２

※

次
の
点
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
点
数
を
減

４

４

ず
る
。

(1)

Ａ

人
間
特
有

２

・
字
数
が
百
五
十
字
未
満
、
ま
た
は
二
百
字

(2)

を
超
え
た
場
合
は
１
点
を
減
ず
る
。

Ｂ

知
識
や
技
術
を
効
率
的
に
習
得
す
る

２

・
二
段
落
構
成
で
な
い
場
合
は
１
点
を
減
ず
る
。

（
例
）
他
者
の
信
頼
性
を
評
価
し
て
い
る

４

(3)

４

（
十
三
字
）

２

・
表
現
に
関
す
る
誤
り
（
文
法
、
文
体
、
語

２

句
の
意
味
、
用
法
、
主
述
の
照
応
等
）
が

Ⅰ
（
例
）
大
人
か
ら
の
情
報
を
優
先
し
て
学
習
す

４

三
か
所
あ
る
も
の
は
１
点
、
四
か
所
以
上

(4)

る
が
、
同
年
代
の
子
ど
も
の
ほ
う
が
詳
し
そ

あ
る
も
の
は
２
点
を
減
ず
る
。

う
な
内
容

（
三
十
六
字
）

・
表
記
に
関
す
る
誤
り
（
文
字
、
か
な
づ
か

Ⅱ

指
標

２

い
、
句
読
点
、
符
号
の
使
い
方
等
）
に
つ

い
て
も
、
右
の
基
準
を
適
用
す
る
。

４

４

(5)

２

４

(1)

３

４

(2)

Ａ

プ
ロ
の
世
界

２

(3)

Ｂ

も
っ
と
身
近
な
と
こ
ろ
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

２

好
き
な
人
た
ち

５

６

（
例
）
競
い
な
が
ら
走
り
、
誰
よ
り
も
速
く
在
る
こ
と
。

４

２

(4)

（
十
九
字
）

Ⅰ
（
例
）
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
立

４

(5)

つ
人
た
ち
を
支
え
る
人
間
に
な
り
た
い

（
三
十
字
）

Ⅱ

勇
気
づ
け
る

２

４

４

(6)

６

（

省

略

）

０１００１


